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(57)【要約】
【課題】接着性に優れた複合防水構造体の施工方法及び
その複合防水構造体を提供すること。
【解決手段】改質アスファルト、不織布、改質アスファ
ルト、合成樹脂フィルムの順で積層し、一体化したアス
ファルト系防水シートであって、アスファルト系防水シ
ートを用いて、合成樹脂フィルム面をトーチバーナーで
炙り、該アスファルト系防水シートの炙り面を構造物に
敷設する敷設工程と、アスファルト系防水シートの合成
樹脂フィルムに接しない側の改質アスファルト面に、水
性アクリル樹脂エマルジョンを塗布し、硬化させて、ア
クリル樹脂塗膜層を形成する塗布硬化工程と、を有する
複合防水構造体の施工方法であり、水性アクリル樹脂エ
マルジョン中に含まれる合成樹脂成分のガラス転移温度
（Ｔｇ）が、－３０～９℃の範囲である複合防水構造体
の施工方法。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　改質アスファルト、不織布、改質アスファルト、合成樹脂フィルムの順で積層し、一体
化したアスファルト系防水シートであって、
前記アスファルト系防水シートを用いて、前記合成樹脂フィルム面をトーチバーナーで炙
り、該アスファルト系防水シートの炙り面を構造物に敷設する敷設工程と、
前記アスファルト系防水シートの前記合成樹脂フィルムに接しない側の改質アスファルト
面に、水性アクリル樹脂エマルジョンを塗布し、硬化させて、アクリル樹脂塗膜層を形成
する塗布硬化工程と、を有する複合防水構造体の施工方法であり、
前記水性アクリル樹脂エマルジョン中に含まれる合成樹脂成分のガラス転移温度（Ｔｇ）
が、－３０～９℃の範囲である複合防水構造体の施工方法。
【請求項２】
　前記合成樹脂フィルムは、ポリオレフィン樹脂フィルムである請求項１に記載の複合防
水構造体の施工方法。
【請求項３】
　請求項１又は請求項２に記載の施工方法により得られる複合防水構造体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、構造物に防水性を付与する複合防水構造体の施工方法及び該方法により得ら
れる複合防水構造体に関する。
【背景技術】
【０００２】
　構造物に施工されるシート型防水材（以下、防水シート）は、大面積への施工に適して
おり、トーチバーナーでシートを溶融しながら構造物に敷設するトーチ工法とシートに自
己粘着性を有する自着工法に大別される。また、防水シートに遮熱性や彩色性、耐候性等
の性能を付与する目的で、防水シートの上面に保護塗料（トップコート）を設ける方法が
提案されている。
【０００３】
　例えば、特許文献１には、コンクリート建造物などの建造物の屋上、屋根又はベランダ
の立ち上がり部と床面との上面に、改質アスファルトコンパウンド層を設け、改質アスフ
ァルトコンパウンド層の上面に水分散型遮熱塗料からなる遮熱層を設けることで、アスフ
ァルト系防水シートの温度上昇を抑制し、熱酸化による劣化を低減する防水工法、防水シ
ートについて開示されている。
【０００４】
　特許文献２には、可撓性を有する防水シートの表面に塗布する遮熱塗料であって、ガラ
ス転移点が－２０～２０℃の範囲にある熱可塑性樹脂に顔料を添加することにより７００
～２１００ｎｍの波長域における日射反射率が２０％以上としてなることで、塗布した防
水シートの表面温度を１０～１５℃程度下げることが可能であり、防水シートに美観を付
与できる彩色性を有し、防水シートとの密着性に優れることが開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００３－３２１９０５号公報
【特許文献２】特開２００４－１５６００３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、トーチ工法でアスファルト系防水シートを敷設する際に、トーチバーナ
ーの熱により防水シート表面、特に端部表面のアスファルト部分の軟化が激しく、油分が
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アスファルト中から滲出し、アスファルト系防水シートの上面に保護塗料（トップコート
）を塗布しても、接着性や耐水性が低下する可能性があり、更なる性能向上が求められて
いる。
【０００７】
　そこで本発明は、トーチ工法により敷設される特定のアスファルト系防水シートを用い
、アクリル樹脂塗膜層（トップコート）との接着性に優れ、安定して積層一体化し、優れ
た耐水性を有する複合防水構造体の施工方法及び該施工方法により得られる複合防水構造
体を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明者らは、上記課題を解決すべく鋭意検討した結果、特定のガラス転移温度（Ｔｇ
）の合成樹脂成分を有する水性アクリル樹脂エマルジョンを用いることにより、上記課題
を解決できることを見出し、本発明を完成するに至った。
【０００９】
　すなわち、本発明は、改質アスファルト、不織布、改質アスファルト、合成樹脂フィル
ムの順で積層し、一体化したアスファルト系防水シートであって、アスファルト系防水シ
ートを用いて、合成樹脂フィルム面をトーチバーナーで炙り、該アスファルト系防水シー
トの炙り面を構造物に敷設する敷設工程と、アスファルト系防水シートの前記合成樹脂フ
ィルムに接しない側の改質アスファルト面に、水性アクリル樹脂エマルジョンを塗布し、
硬化させて、アクリル樹脂塗膜層を形成する塗布硬化工程と、を有する複合防水構造体の
施工方法であり、水性アクリル樹脂エマルジョン中に含まれる合成樹脂成分のガラス転移
温度（Ｔｇ）が、－３０～９℃である複合防水構造体の施工方法に関する。
【００１０】
　本発明の施工方法は、特定のガラス転移温度（Ｔｇ）の合成樹脂成分を有する水性アク
リル樹脂エマルジョンを用いることにより、アスファルト系防水シートとアクリル樹脂塗
膜層との接着性に優れ、安定して積層一体化し、優れた耐水性を有する複合防水構造体の
施工が好適となる。
【００１１】
　本発明の複合防水構造体の施工方法は、以下の態様であることが好ましい。
【００１２】
　合成樹脂フィルムは、ポリオレフィン樹脂フィルムであることが好ましい。これによっ
て、トーチバーナーでの溶融のタイミングを計りやすく、構造物との接着性をより一層確
実にすることができる。
【００１３】
　本発明はまた、上記施工方法により得られる複合防水構造体を提供する。特定のガラス
転移温度（Ｔｇ）の合成樹脂成分を有する水性アクリル樹脂エマルジョンを用いることに
より、アスファルト系防水シートとアクリル樹脂塗膜層との接着性に優れ、安定して積層
一体化する施工により、優れた耐水性を有する複合防水構造体となる。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明によれば、特定のガラス転移温度（Ｔｇ）の合成樹脂成分を有する水性アクリル
樹脂エマルジョンを用いることにより、トーチバーナーの熱で防水シートのアスファルト
が軟化し、アスファルト中から油分が滲出しても、アクリル樹脂塗膜層との接着性が保た
れることから、当該アスファルト系防水シートとアクリル樹脂塗膜層は優れた接着性を有
し、安定して積層し、一体化する施工方法を提供することができる。そして、本発明の施
工方法を用いることで、防水性（耐水性）に優れた複合防水構造体を提供することができ
る。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】複合防水構造体の施工方法の概略図
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【図２】マッドカーリング試験結果の写真
【図３】マッドカーリング試験結果の写真
【発明を実施するための形態】
【００１６】
＜複合防水構造体の施工方法＞
　本発明の複合防水構造体の施工方法の好適な実施形態を以下に説明する。本実施形態の
複合防水構造体の施工方法は、トーチバーナーで合成樹脂フィルム面を炙ったアスファル
ト系防水シートの炙り面を構造物に敷設する敷設工程と、アスファルト系防水シートの合
成樹脂フィルムに接しない側の改質アスファルト面に、水性アクリル樹脂エマルジョンを
塗布し、硬化させて、アクリル樹脂塗膜層を形成する塗布硬化工程とを有する複合防水構
造体の施工方法である。また、アスファルト系防水シートは、改質アスファルト、不織布
、改質アスファルト、合成樹脂フィルムの順で積層一体化したアスファルト系防水シート
であれば特に制限なく使用できるが、ＪＩＳ　Ａ　６０１３「改質アスファルトルーフィ
ング」に適合したものが好ましい。
【００１７】
　本実施形態の複合防水構造体の施工方法について図１にしたがって説明する。
【００１８】
　図１（ａ）、（ｂ）は、構造物の施工面（一例として屋上面）に本発明の複合防水構造
体の施工方法を適用する手順を示す模式図である。
【００１９】
　本発明の複合防水構造体の施工方法では、まず構造物３０の施工面３１の全面を対象と
して、施工面の表面に付着した汚れ、埃及び付着物などの除去を行い、アスファルト系防
水シート用プライマーを施工面３１全体に塗布して乾燥させ、アスファルト系防水シート
用プライマー層を形成させる。
【００２０】
　次に、図１（ａ）に示すとおり、構造物３０の施工面３１の全面にアスファルト系防水
シート３２を敷設する敷設工程では、アスファルト系防水シート３２の合成樹脂フィルム
面をアスファルト系防水シート用プライマー層が形成された施工面３１と接するように配
置し、合成樹脂フィルム面をトーチバーナー等で、炙り、合成樹脂フィルム面が溶融する
タイミングで、炙り面を施工面３１に敷設し、アスファルト系防水シート３２と施工面３
１を接着させる。
【００２１】
　そして、先行して敷設されたアスファルト系防水シート３２の長辺方向の端部３４と、
後から敷設されるアスファルト系防水シートの長辺方向の端部３４とを、好ましくは１０
０～１５０ｍｍ重ね合わせて敷設し、接着する。これによって、重ね合わせ部分に良好な
防水性能が得られる。
【００２２】
　図１（ｂ）に示すように上記敷設したアスファルト系防水シート３２の上面、及び施工
面の側壁３５に水性アクリル樹脂エマルジョン３６を塗布し、硬化させて、アクリル樹脂
塗膜層を形成する塗布硬化工程を有し、アスファルト系防水シート３２とアクリル樹脂塗
膜層とが積層し、一体化することで、優れた接着性と防水性を有する複合防水構造体が得
られる。
【００２３】
　さらに、塗布硬化工程は、必要に応じて、複数回繰り返すことができる。これによって
、複数層が一体化したアクリル樹脂塗膜層が形成され、より一層の優れた防水性、耐久性
が得られるので好ましい。
【００２４】
　本実施形態の施工方法により、構造物、アスファルト系防水シート、アクリル樹脂塗膜
層の順で、積層し、一体化した、接着性に優れ、防水性、耐久性に優れた複合防水構造体
となる。
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【００２５】
＜複合防水構造体＞
　本実施形態に係るアスファルト系防水シートは、改質アスファルト、不織布、改質アス
ファルト、合成樹脂フィルムの順で積層一体化したアスファルト系防水シートである。
【００２６】
　アスファルト系防水シートを構成する不織布は、合成樹脂の繊維からなる不織布が好ま
しい。合成樹脂としては、特に制限はないが、例えばポリエチレンテレフタレートなどの
芳香族系ポリエステルなどのポリエステル、ナイロン６やナイロン６６などのポリアミド
、ポリアクリロニトリル、ポリエチレンやポリプロピレンなどのポリオレフィンなどを挙
げることができる。これらの合成樹脂の繊維は単独または併用して使用することができる
。
【００２７】
　不織布の目付は、特に限定されるものではないが、好ましくは３０～２００ｇ／ｍ２で
あり、特に好ましくは３０～１８０ｇ／ｍ２である。
【００２８】
　不織布の目付を、上記の範囲とすることによって、防水シートが可撓性を有し、施工作
業性（敷設作業性）に優れるため好ましい。
【００２９】
　アスファルト系防水シートを構成する改質アスファルトは、特に限定されるものではな
く、一般の防水シート用として使用されている改質アスファルトを適宜選択して用いるこ
とができる。
【００３０】
　また、改質アスファルトは、ストレートアスファルトに、改質剤としてブローンアスフ
ァルト、スチレン系合成樹脂、ポリオレフィン系合成樹脂、無機フィラー等を、本発明の
特性を損なわない範囲で適宜選択して改質アスファルトの構成材料とすることができる。
ストレートアスファルトと適宜選択した構成材料を、１２０～２００℃で３～３０時間加
熱混合し、均質性の高い改質アスファルトを調製することができる。
【００３１】
　ストレートアスファルトは、原油を常圧もしくは減圧蒸留してガソリン、灯油、軽油、
潤滑油などを取り除いて得られるもので、針入度（２５℃）は、好ましくは１０を超え、
且つ３００以下であり、さらに好ましくは６０を超え、且つ２５０以下であり、特に好ま
しくは８０を超え、且つ２００以下である。
【００３２】
　ここで、針入度（２５℃）とは、ＪＩＳ　Ｋ　２２０７－１９９６「石油アスファルト
」に準拠して測定した値である。
【００３３】
　改質アスファルト中のストレートアスファルトの配合割合は、好ましくは２５～９０質
量％であり、さらに好ましくは２８～８５質量％であり、特に好ましくは３０～８０質量
％である。
【００３４】
　ブローンアスファルトは、ストレートアスファルトを加熱し、十分に空気を吹き込んで
酸化重合したものである。ストレートアスファルトの軟化点やせん断力を改善するために
必要に応じて用いることができる。針入度（２５℃）は、好ましくは０以上、且つ４０以
下であり、さらに好ましくは５を超え、且つ３０以下であり、特に好ましくは１０を超え
、且つ２０以下である。
【００３５】
　スチレン系合成樹脂は、ストレートアスファルトのせん断接着強度を向上するために必
要に応じて用いられる。スチレン系合成樹脂としては、スチレン／ブタジエン共重合体、
スチレン／ブタジエン／スチレンブロック共重合体、スチレン／イソプレン／スチレンブ
ロック共重合体、スチレン／エチレン／ブチレン／スチレンブロック共重合体、スチレン
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／エチレン／プロピレン／スチレンブロック共重合体から選ばれる少なくとも１種を用い
ることができる。
【００３６】
　ポリオレフィン系合成樹脂は、ストレートアスファルトに柔軟性を付与するために必要
に応じて用いられる。ポリオレフィン系合成樹脂としては、炭素－炭素間の結合の中に二
重結合を一つ持つエチレン系炭化水素を重合させたものを、本発明の特性を損なわない範
囲で適宜選択して用いることができる。
【００３７】
　無機フィラーとしては、炭酸カルシウム、ケイ酸マグネシウム、ケイ酸カルシウム、ケ
イ酸アルミニウム、クレー、カーボンブラック、タルク、マイカ、硫酸バリウム、珪藻土
及びシリカ等の粉末を適宜選択して用いることができる。安定した分散性や低コストの点
から、炭酸カルシウムがより好ましい。
【００３８】
　アスファルト系防水シートの製造・加工性及び燃料費等の点から改質アスファルトの軟
化点は、好ましくは１００～１６０℃であり、さらに好ましくは１０５～１５５℃である
。また、改質アスファルトの粘度（１９０℃）は、好ましくは２０００～１４０００ｍＰ
ａ・ｓであり、さらに好ましくは２２００～１３０００ｍＰａ・ｓであり、特に好ましく
は２５００～１２０００ｍＰａ・ｓである。また、改質アスファルトの針入度（２５℃）
は、好ましくは１０以上、且つ４０以下であり、さらに好ましくは１５を超え、且つ３５
以下であり、特に好ましくは２０を超え、且つ３０以下である。
【００３９】
　ここで、軟化点とは、ＪＩＳ　Ｋ　２２０７－１９９６「石油アスファルト」に準拠し
て測定した値である。また、粘度（１９０℃）とは、改質アスファルトが１９０℃の時、
Ｂ型粘度計を用いてローターＮｏ．３１を用いて回転数１２ｒｐｍで得た値である。
【００４０】
　アスファルト系防水シートを構成する合成樹脂フィルムは、クレープ加工されたもので
伸縮性に優れたものが好ましい。合成樹脂フィルムとしては、低密度ポリエチレン、高密
度ポリエチレンなどのポリエチレン、ポリプロピレンなどのポリオレフィン樹脂フィルム
を用いることが出来る。合成樹脂フィルムは、一軸延伸、二軸延伸などの延伸フィルム、
又は無延伸フィルムが好ましい。
【００４１】
　合成樹脂フィルムは、フィルムを２層以上に積層した積層フィルムを用いることができ
る。合成樹脂フィルム層としては、特に低密度ポリエチレンが柔軟性に優れているため好
ましい。合成樹脂フィルムの厚みは、製造時に支障がなく、施工時あるいは使用時に損傷
を受けにくい適度な厚さであればよく、好ましくは３～１００μｍの範囲、さらに好まし
くは４～７５μｍの範囲、特に好ましくは５～５０μｍの範囲が好ましい。
【００４２】
　合成樹脂フィルムは、改質アスファルトをほとんど、又はまったく透過させない合成樹
脂フィルムが、施工者の衣服や靴および建築部材や屋根部材などを汚さないために好まし
い。
【００４３】
　本実施形態に係るアクリル樹脂塗膜層は、上記アスファルト系防水シートの骨材面に、
水性アクリル樹脂エマルジョンを吹き付け、鏝塗り、ローラー塗り等の塗布方法により塗
布、施工し、硬化することにより、アスファルト系防水シートと一体化し、本発明のアス
ファルト系防水シートとアクリル樹脂塗膜層が積層し、一体化した複合防水構造体となる
。
【００４４】
　水性アクリル樹脂エマルジョンは、市販の水性アクリル樹脂エマルジョンを用いること
ができ、少なくとも（メタ）クリル酸誘導体を含む、以下に示す合成樹脂エマルジョン等
を用いることができる。水性アクリル樹脂エマルジョンとしては、エチレン／酢酸ビニル
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／（メタ）クリル酸誘導体共重合体エマルジョン、エチレン／（メタ）クリル酸誘導体共
重合体エマルジョン、ポリ（メタ）クリル酸誘導体エマルジョン、スチレン／（メタ）ク
リル酸誘導体共重合体エマルジョン、酢酸ビニル／（メタ）クリル酸誘導体エマルジョン
などを用いることができる。（メタ）クリル酸誘導体は、アクリル酸及び／又はメタクリ
ル酸、これらのエステルなどの酸誘導体を意味し、少なくともこれらの成分を１種以上含
むものである。
【００４５】
　上記の（メタ）クリル酸誘導体は、アクリル酸誘導体及び／又はメタクリル酸誘導体を
示し、例えば、アクリル酸、メタクリル酸、メチルアクリレート、メチルメタクリレート
、エチルアクリレート、エチルメタクリレート、ブチルアクリレート、ブチルメタクリレ
ート、２－エチルヘキシルアクリレート、２－エチルヘキシルメタクリレート、２－ヒド
ロキシエチルアクリレート、２－ヒドロキシエチルメタクリレート、アクリロニトリル、
メタクリロニトリル、アクリルアミド、メタクリルアミド、などである。
【００４６】
　当該水性アクリル樹脂エマルジョンを用いることによって、耐候性がより向上し、長期
に渡って優れた防水性が得られるためより好ましい。
【００４７】
　水性アクリル樹脂エマルジョンに含まれる合成樹脂成分のガラス転移温度（Ｔｇ）は、
－３０～９℃であり、より好ましくは－２０～８℃であり、さらに好ましくは－１０～７
℃であり、特に好ましくは－５～６℃である。
【００４８】
　アクリル樹脂エマルジョンに含まれる合成樹脂成分のガラス転移温度（Ｔｇ）が、上記
範囲内であることにより、本実施形態の複合防水構造体において、一層優れた防水性が得
られる。
【００４９】
　水性アクリル樹脂エマルジョンは、公知の製造方法により得られるものを用いることが
でき、例えば、乳化剤の存在下に、重合開始剤を用いて、水又は含水溶媒中で合成樹脂の
原料となる重合性モノマーを乳化重合する方法などにより製造することができる。
【００５０】
　乳化剤としては、公知のものを用いることができ、アニオン性、ノニオン性、カチオン
性又は両性の界面活性剤やポリビニルアルコール等の保護コロイドなどを挙げることがで
きる。
【００５１】
　水性アクリル樹脂エマルジョンは、エマルジョン中に含まれる合成樹脂の固形分量を特
に限定されず、市販のものを適宜選択することができる。また、水性アクリル樹脂エマル
ジョンの安定性やハンドリング性の点から、合成樹脂の固形分量は、水性アクリル樹脂エ
マルジョン１００質量％中に、好ましくは１０～７０質量％であり、より好ましくは１５
～６０質量％であり、特に好ましくは２０～５０質量％である。
【００５２】
　ここで、合成樹脂の固形分量とは、水性アクリル樹脂エマルジョンを１０５℃で恒量と
なるまで乾燥し、乾燥後の質量を固形分として、水性アクリル樹脂エマルジョン中に含有
する固形分の割合（質量％）をもとめた値である。
【００５３】
　さらに、水性アクリル樹脂エマルジョンは、本発明の特性を損なわない範囲で、着色顔
料粉末や炭酸カルシウム粉末、酸化チタン粉末、酸化ケイ素粉末等を配合することができ
る。
【００５４】
　本実施形態の複合防水構造体は、アスファルト系防水シートとアクリル樹脂塗膜層を積
層し、一体化したものであり、施工現場では、構造物の表面にアスファルト系防水シート
用プライマーを所定量塗布し、当該プライマーが硬化した後に、トーチバーナー等を用い
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てアスファルト系防水シートの合成樹脂フィルム面を溶融しながら、敷設する。アスファ
ルト系防水シートを敷設した後に、その骨材面に上記水性アクリル樹脂エマルジョンを塗
布し、硬化させて、アクリル樹脂塗膜層を積層し、一体化する。
【００５５】
　本実施形態の複合防水構造体は、アスファルト系防水シートとアクリル樹脂塗膜層が積
層し、一体化し、優れた防水性、耐久性を有するための耐水性及び耐マッドカーリング性
を有する。ここで、耐水性とは、２３℃の条件下にて、アスファルト系防水シートに水性
アクリル樹脂エマルジョンを塗布し、６時間後及び４日後に水（蒸留水）に浸漬し、２４
時間後及び４８時間後の表面の状態を目視及び指触にて確認する試験方法によってアクリ
ル樹脂塗膜層の膨れを５段階で評価した値である（膨れが発生しない方が良い）。また、
耐マッドカーリング性とは、アスファルト系防水シートに水性アクリル樹脂エマルジョン
を塗布し、４日後にベントナイト試薬１０ｇを１００ｍｍφの大きさにアクリル樹脂塗膜
層に塗布し、６０℃乾燥機中で養生する。そして、２４時間毎に蒸留水を散布（６０℃、
７サイクル）して、表面の状態を目視にて確認する試験方法によって、アクリル樹脂塗膜
層の剥がれを５段階で評価した結果である（剥がれが発生しない方が良い）。
【００５６】
　上記試験方法で測定した耐水性及び耐マッドカーリング性の評価は、好ましく４以上で
あり、より好ましくは５である。例として、図２にマッドカーリング試験で評価が１の写
真を示す。また、図３にマッドカーリング試験で評価が５の写真を示す。
【００５７】
　耐水性及び耐マッドカーリング性の評価が上記範囲にあることにより、アスファルト系
防水シートとアクリル樹脂塗膜層との接着性が良好で、より一層一体化し、複合防水構造
体の防水性が一層確実となる。
【００５８】
　以上、本発明の好適な実施形態について説明したが、本発明は上記実施形態に何ら限定
されるものではない。
【実施例】
【００５９】
　以下に実施例と比較例を挙げて本発明の内容をより詳細に説明するが、本発明は以下の
実施例に限定されるものではない。
【００６０】
（使用材料）
１）不織布
・ポリエステル製不織布（目付：１４０ｇ／ｍ２）
２）改質アスファルト
・改質アスファルト（ストレートアスファルトをポリオレフィン系合成樹脂で改質、粘度
（１９０℃）：４５００ｍＰａ・ｓ、軟化点：１５２℃、針入度（２５℃）：２５）
３）合成樹脂フィルム
・ポリエチレン樹脂フィルム（厚み１０μｍ）
４）水性アクリル樹脂エマルジョン
・樹脂Ａ（亜細亜工業社製、スチレン／（メタ）クリル酸誘導体共重合体エマルジョン、
ガラス転移温度（Ｔｇ）：－３３℃）
・樹脂Ｂ（スズカファイン社製、スチレン／（メタ）クリル酸誘導体共重合体エマルジョ
ン、ガラス転移温度（Ｔｇ）：１℃）
・樹脂Ｃ（スズカファイン社製、スチレン／（メタ）クリル酸誘導体共重合体エマルジョ
ン、ガラス転移温度（Ｔｇ）：３℃）
・樹脂Ｄ（スズカファイン社製、スチレン／（メタ）クリル酸誘導体共重合体エマルジョ
ン、ガラス転移温度（Ｔｇ）：１０℃）
・樹脂Ｅ（亜細亜工業社製、スチレン／（メタ）クリル酸誘導体共重合体エマルジョン、
ガラス転移温度（Ｔｇ）：２０℃）
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【００６１】
（アスファルト系防水シートの作製）
　幅１．０ｍ、長さ１．５ｍの不織布を中間層（基材）として、１９０℃の改質アスファ
ルトに含浸し、４．０ｍｍの厚みになるよう調製した。その次に、片面に合成樹脂フィル
ムを張合わせ、アスファルト系防水シートを得た。
【００６２】
　上記のアスファルト系防水シートを３試験体ずつ１２０×１２０ｍｍの大きさに切断し
た。切断した全試験体について、合成樹脂フィルムと接しない側の改質アスファルト面を
ハンドバーナーの火力を最大にして１０秒間均一に炙り、室温で静置した。
【００６３】
（耐水性試験）
　２３℃恒温室にて、表１に示すように、上記アスファルト系防水シートに、水性アクリ
ル樹脂エマルジョン（樹脂Ａ～Ｅ）をそれぞれ２回ずつ所定量塗布し、６時間（６ｈ）気
中養生した後に水中に浸漬する条件と、４日間（４ｄ）気中養生した後に水中に浸漬する
条件にて、２４時間（２４ｈ）後及び４８時間（４８ｈ）後の表面状態を目視及び指触に
て確認した。
【００６４】
（マッドカーリング試験）
　２３℃恒温室にて、表１に示すように、上記アスファルト系防水シートに、水性アクリ
ル樹脂エマルジョン（樹脂Ａ～Ｅ）をそれぞれ２回ずつ所定量塗布し、６時間気中養生し
た後、ベントナイト試薬（ベントナイト：炭カル：水（蒸留水）＝１００：２００：８０
０）をアクリル樹脂塗膜層の上に１００ｍｍφ（１０ｇ）塗布し、６０℃乾燥機中で養生
する。２４時間毎に蒸留水を散布し、７回繰り返した後（６０℃、７サイクル）の表面状
態を目視にて確認した。
【００６５】
【表１】

【００６６】
　表１より、水性アクリル樹脂エマルジョン中に含まれる合成樹脂成分のガラス転移温度
（Ｔｇ）が、－３０～９℃の範囲である、実施例１、実施例２は、耐水性及び耐マッドカ
ーリング性について、良好な結果を示した。
【００６７】
　以上のことから、本発明の複合防水構造体の施工方法により、バーナーから熱を受けて
も、アスファルト系防水シートとアクリル樹脂塗膜層との優れた接着性（積層一体化）に
より、防水性に優れた複合防水構造体を提供できることが明らかになった。
【符号の説明】
【００６８】
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　３０：　構造物
　３１：　施工面
　３２：　アスファルト系防水シート
　３３：　短辺方向の端部
　３４：　長辺方向の端部
　３５：　施工面の側壁
　３６：　水性アクリル樹脂エマルジョン

【図１】

【図２】

【図３】
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